『田 中 は ドウした』 

『田 中 は 無事 だ。 多勢の 警官に 囲まれて、 直ぐ 警察署 

へ 連れて行かれた』 

翁の 直訴と 聞いて、 僕 は 覚えず 言語に 尽くせ ぬ 不快 

を 感じた。 寧ろ 侮辱 を 感じた。 

やがて 石 川 半 山 君が 議会から 帰って来た。 開院 式に 

参列した ので、 燕尾服に 絹帽 だ。 僕 は 石 川と 応接室の 

ヴ ェ ラ ンダ へ 出て、 直訴に 対する 感想 を 語り合った。 

通信社から は、 間もなく 直訴 状 を 報道して 来た。 引き 

つ、 V き、 直訴 状の 筆者が 万 朝 報の 記者 幸徳 秋水で ある 

こと を 報道して 来た。 直訴 状と 云 ふ もの を 読んで 見る 



が 立って 居る。 

『君 等に 叱られに 来た』 

かう 言うて、 幸徳は 躊躇して 居る。 

『叱る どころ ぢゃ 無い、 よく 書いて やった』 

石 川 は 燕尾服の 腹 を 突き出して、 かう 言うた。 

『然 うかね ェ』 

と 言 ひながら、 幸徳は 始めて 応接室 を 抜けて 僕 等の 間 

に 立った。 で ッぷリ 肥えた 石 川、 細長い 僕、 細くて 短 

い 幸徳、 恰も 不揃 ひの 鼎の 足の やうに、 三人 狭い ヴェ 

ランダに 立った。 僕 は 口 を 結んだ ま、、 た、 V 目で 挨拶 

した。 



幸徳は 徐ろに 直訴 状 執筆の 始末 を 語った。 昨夜々 更 

けて、 翁 は 麻布 宮村 町の 幸 徳の門 を 叩き起した。 それ 

から、 鉱毒 問題に 対する 最後の 道と して、 一 身 を 棄てゝ 

直訴に 及ぶ の 苦衷 を 物語り、 これが 奏状は 余の 儀と 違 

ひ、 文章の 間に 粗漏 欠礼の 事な ど ありて はならぬ 故、 

事情 斟酌の 上、 筆 労 を 煩 はす 次第 を 懇談に 及んだ。 I 

I 幸 徳の話 を 聴いて 居る と、 黒木 綿の 羽織 毛襦 子の 袴、 

六十 一 歳の 翁が、 深夜 灯下に 肝胆 を 語る 慇憝の 姿が 自 

然に 判然と 浮んで 見える。 

『直訴 状な ど 誰 だって 厭 だ。 けれど 君、 多年の 苦闘に 

疲れ果てた、 あの 老体 を 見て は、 厭 だと 言うて 振り切 



して 言うた。 これ は 翁が 自ら 手 を 入れた ものに 相違な 

い。 僕 は それ を 知りたかった の だ。 

翁の 物語で、 いろ/ \ の 事情が 明白に なった。 翁 は 

先づ 直訴 状 依頼の 当夜の 事から 語った。 翁が 鉱毒 地 の 

惨状、 その 由来、 解決の 要求 希望、 すべて 熱心に 物語 

るの を、 幸徳は 片手 を 懐中に し、 片手に 火箸で 火鉢の 

灰 を 弄ぶ りながら、 折々 フゥン くと 鼻で 返事す るば 

かり、 如何にも 気の 無 ささうな 態度で 聞いて 居る。 翁 

は 甚だ 不安に 感じた さう だ。 自分の 言 ふこと が、 この 

人の 頭に 入った かどう か、 頗る 不安に 感じた さう だ。 

偖て 翌朝 幸徳 から 書面 を 受取る、 直ぐに 車で 日 比 谷へ 



『いやはや』 

と言うて、 翁 は 両手で 頭 を 叩いた。 

翁の 歿後、 僕 は 直訴 状の 本物 を 見たい と 思った。 幸 

徳の 書いた 上へ 翁が 筆 を 入れた 本物 を 見たい と 思った。 

何処に か 存在す るに 相違ない と、 窃かに 心 当り を 尋ね 

て 居る と、 それが 一度 田 中 家の 養女に なった ことの あ 

る、 翁の 実の 姪に 当る 原田武 子さん が 持って 居る こと 

がわかった。 美 濃 半紙に 書いて、 元は 簡単に 紙 ヨリで 

綴って あった もの を、 立派に 表装して 巻物に なって 居 

る。 筆者 を 傯んで その 肉筆に 対する と、 見た、 V けで、 

胸に 熱気が 動く。 



難の 生涯、 常に 死地 を 往来して 鍛鍊 もされ 粉砕 もされ 

た 失敗の 経験 を 以て、 基督の 短 かくして 永き 勝利の 生 

涯を 見た。 —— 基督が どんな 風に 翁の 目に 映った かと 

想像す る こと は、 一 つの 興味深き 問題 だ。 若し 議会に 

於け る 翁の 演説 を 読んだ 人 は、 翁の 性格 面貌 を 胸裡に 

描く ことが 出来る。 僕 は 今、 基督 を 見た 後の 田 中 翁 を 

説く に 当り、 それ を 一 層 深く 君に 理解して 貰 ひたい 為 

めに、 翁の 素性 素質に 就て、 尚 ほ 少しく 話して 見たい _ 

翁の 故郷 は 下野 安蘇 郡の 小 中と 云 ふ 所で、 祖父 以来 

の 名主の 家であった。 翁の 自叙伝の 中に 幼少 時代の 事 

が 書いて ある。 



て、 誠に 悔悟の 念 を 起さし めぬ。 思 ふに 予 をして 永 

く 下 虐の念 を 断た しめたる もの、 誠に 慈母 薫陶の 賜 

なり」 

「予 生来 ロ訥 にして 且つ 記憶力に 乏し かりき。 赤 尾 

小四郎 (白 河 浪士) 予の 為に 試筆の 手本 を 書す。 『日 

長 風暖柳 青々』 —— 幾度 教 へらる ゝも、 予 遂に 此の 

読 方 を 記憶す る こと 能 はず。 地方の 俗と して、 児童 

試筆 をな す 時 は、 之 を 親族に 献 じて 賞 銭を受 く。 然 

れ共予 は是を 読まし めら れんこと を 恐れ、 賞 銭 を 顧 

みずして 窃に之 を 台所へ 投げ込みたり。 是れ予 が 七 

歳の 時な リ。 去れば 予も 自ら 発憤して 独り 窃に 富士 



十日 許 は 日夜 非常の 運動な り。 一 日 近 村に 原料 を 集 

む。 炎熱 焼く が 如くに して、 沿道た まく 瓜を鬻 ぐ。 

予 乃ち 食 はんと 欲して 其 価 を 問へば、 曰く 五十 文な 

りと。 (当時 米価の 廉 なる に反して、 瓜 西瓜な ど は 

非常に 高し) 予ゃ此 日 未だ 一 銭 を も 儲けざる 為に、 

五十 文の 銭を惜 むこと 甚 しく、 遂に 買 はずして 去れ 

り。 思 ふに 是れ 父が 所謂 商人 根性に 陥れる ものなら 

ん。 然れ ども 此の 如くに して 拮据 経営、 三年に して 

三百 両を 儲け 得たり ご 

世間で は、 翁の 鉱毒 運動 を 佐倉宗 吾と 並べて 語る も 

のが あるが、 宗 吾の 農民運動と 並 称すべ き 翁の 行動 は、 



若し 体の 伸び を 取らん とする 時 は、 先づ 両手 を 床に 

突き、 臀を 立て、、 虎の 怒る が 如き 状 をな さざる ベ 

からず。 また 足の 伸び を 取らん とする 時 は、 先づ仰 

向きに 倒れ、 足 を 天井に 反らして、 恰も 獅子の 狂 ふ 

が 如き 状 をな さ、 V るべ からず。 去りながら 入牢 中の 

困難 は 啻に 此に 止まらず。 予が 如き 入獄 者の 容易に 

毒殺 せらる、 例 は、 其 当時 珍ら しからぬ 事 —— 予は 

実に 大事 を 抱け る 身な リ。 若し 毒手に か、 りて 空し 

く 斃るゝ 事 あらんに は、 予は 死して 瞑す る 能 はざる 

なり。 一念 こ、 に 至りて 煩悶 やる 方な く、 断じて 獄 

食 をな さじとの 決心 を 起し、 庄左衛 門と 云へ る 同志 



同僚 殺人の 嫌疑 を 受けて、 四ケ 年に 亙る 惨酷な 牢獄 生 

活を 嘗めた。 

君よ。 たと ひ 明治時代 とはいへ、 法律 は 尚 ほ 拷問 取 

調の 時代であった こと を 念頭に 置いて 呉れ。 翁の 自筆 

の 文章から、 当時 拷問の 実状 を 話して 見たい。 

「 —— 予は 再び 口 を 開き、 弾 正 台 は 今尚 ほ 隣 県 山形 

にあり。 (当時 弾 正 台と 云 ふ 巡 廻 裁判が あつたの だ) 

今一た び 此の 審問 を 受けた し、 何卒 片時 も 早く 御 計 

らひ 下された しと 願 ひたる に、 聴 訟吏は 何 思 ひけん。 

忽ち 赫と 怒り、 せき 込み、 直に 拷問に 掛けたり。 疑 

の 点を轧 すに は あらで、 無法に も 拷問の 器械 をば 用 



故郷 は 山川 遠く 百 五十里 を 隔て ゝ 運輸 開けず、 県庁 

の 御用 物 すらに 一 一個 月に 渉りて 往返せ る 程 なれば、 

衣類 を 故郷より 取 寄せん こと、 囚人の 身と して 迚も 

迚も 覚束なく、 また 間に合 ひもせ ぬ 気候の 切迫、 い 

か y はせんと 案じ ゎづら ひける 折 柄、 偶々 囚人の 中 

に 赤痢 を 病みて 斃れ たる 人 ありし かば、 獄 丁に 請 ひ 

て、 死者の 着せし 衣類 を 貰 ひ 受けて、 僅に 寒気 を 凌 

ぎけ リ。 此年、 此 獄中の 越年 者 中、 凍死せ る 者 四 人 

ありき ご 

「獄中に 書籍の 差 入 もな く、 只 だ 黙念す るの みなれ 

ば、 予は 記憶力 乏しき より 難儀に 至る 事 少なから ざ 



し、 一 語邁 返、 舌頭 練磨、 研究 殆ど 年余、 他日 獄を 

出で て 人に 接し、 始めて 其 功の 著しき を 知れり ご 

「明治 七 年 四月、 一 日 突然 呼 出 だされぬ。 県令 島 惟 

清 (此時 県の 併合 ありて 岩手県) 厳然 訟廷に 現 はれ 

予に申 渡す 事 ありと て、 

『其方 儀、 明治 四 年 四月 某日 以来、 江剌県 大属木 

村 新八郎 暗殺の 嫌疑 を以、 入獄 申 付 吟味 中に 候処、 

此度 証人 等 申立に ょリ、 其方の 嫌疑 は 氷解せ り、 

爾来 取調に 及ばず、 今日 無罪 放免 を 沙汰す。』 

入獄 三十 六 ヶ月と 二十日な りご 

かくて 三十 四 歳、 青天白日の 身と なりて、 久々 にて 



て 一 毛の 私心 万 益 を 破る の 道理に 基き、 先づ 姉妹の 

負債 を 返却し、 謹で 一書 を 老父の 膝下に 捧げ、 こゝ 

に 再び 財産 を 犠牲に 供し、 一 身 以て 公共に 尽 すの 自 

由 を 得ん こと を 請へ り。 其 要に 曰く 

一 、 今より 後、 自己 営利事業の 為め 精神 を 労せ ざ 

る 事。 

一、 公共 上の 為め 毎年 百 二十 円づゝ 三十 五 年間の 

運動に 消費す る 事。 (此 予算 は、 後に 明治 二十 

一 一年 以来 選挙 競争の 為に 破れたり) 

一、 男女 二人の 養 児 は、 相当の 教育 を 与へ て 他へ 

遣 はす 事。 



征マ o 

弃 レ 

翁は嘗 て 議会 で 、 足 尾 鉱毒 事件 は 最早 渡 良 瀬 川 沿岸 

のみの 問題で は 無く、 既に 江戸川の 問題で あり、 東京 

府の 問題で ある こと を 叫んだ。 政府 は 江戸川の 上流 関 

宿の 口 を 狭めて、 利根 川の 下流 を渫 ひ、 更に 渡 良 瀬 川 

が 利根へ 合流す る 口 を 拡げて、 洪水の 時には 大きな 利 

根の 水が 渡 良 瀬の 水 を 押へ てこれ を 何十 里 逆流 させ、 

以て 江戸川の 氾濫 を 禦ぐ策 を 立てた。 そこで この 渡 良 

瀬 川の 逆流 洪水 を 緩和す る 為め に 渡 良 瀬の 下流 谷 中 村 

一帯の 農村 を 亡くして、 大遊水 池 を 造る と 云 ふので あ 

る。 政府が 治水 会と 云 ふ もの を 設け 全国 河川の 改修 諮 



亡滅 費に 加 へられる ので、 即ち 谷 中 村 破壊 費用 総計 四 

十八 万円と 云 ふこと である。 隣 地 藤 岡 町に 県庁の 「栃 

木 県 濂水池 設置 処分 事務所」 の 看板が 掛かった。 かく 

して 翁 は、 全く 着の み 着の ま、 の 姿と なって、 この 鉱 

毒 事件の 犠牲者 谷 中の 農村へ 一 身 を 投げた。 

世 は 日露戦争の 狂 熱で、 た、 V 外への み 目 を 奪 はれて 

居る 間隙に 乗じ、 この 谷 中 村と 云 ふ 一 小 村 は、 地獄の 

如き 苦悩に 襲 はれた。 こゝに 明治 三十 九 年の 四月、 翁 

が 寸時 も 抜き 難き 足 を 村から 抜いて、 新紀元の 日曜 講 

演 会と 云 ふ 一 小 集会で、 切迫の 状態 を訴 へた 演説の 一 

節 を、 君に 一 読して 貰 ふ。 



猶予 を 願 つ て 御 話した いので.》 J ざいます。 

谷 中 村 を 買 上げる と 云 ふこと は、 三十 八 年 即ち 昨 

年の 事です。 然るに 三十 五 年の 洪水に 堤防の 切れた 

を 幸と して、 堤防 を こしら へずに 居りました。 当年 

まで 五ケ 年。 堤防が) J ざい ませぬ から 水が 這 入 つ て 

作物が 取れない。 非常な 借金 をしたり 艱難辛苦して 

やっと 生活 を繫 いで 居る。 所で 三十 七 年末に 県会が 

谷 中 を 買収す ると 云 ふやうな 意味の 決議 をした。 夜 

分 十二時 頃、 何 を 話した か 秘密 会で 決めた。 それが 

買収の 事で ある。 これ を 地方の 新聞へ 出した。 畑 は 

三 十両、 田 は 二十 八 両と云 ふ 値 を 付けた。 かう 云 ふ 



値 をつ けて 新聞に 出しました から、 最早、 売買が 止 

まって しまった。 直ぐ 隣村の 田地が 二三 百両 する 所 

へ、 こんな 値段で 広告して しまった。 県庁で 買 ふこ 

とに なった 地面であります から、 売買 を 禁じた も 同 

然 である。 - I 斯様に 多年 衣食の 道 を 妨げ 金融の 道 

を 塞いで、 そこで 一方に、 此処へ 来い 買って やる と 

云 ふこと を 始めた。 仕方が無 いから 人民 は 逃げ出す 

ので ある。 逃げ出す について、 何程な りと も 銭 を 持 

つて 行きたい。 田地 を 提げて 逃げる こと も 家屋敷 を 

脊 負って 逃げる こと も 出来ない から、 何程と も御授 

次第の 銭 を 貰って、 他所へ 行く と 云 ふこと になった。 



それ は 実に 非常な 有様で II 昨年の 八月 以来、 谷 

中 村 を 買 上げる と 云 ふこと になり ますと、 また 一 層 

ヒドィ こと を やった。 色々 の 商人 を 村へ 入り込ませ 

た。 これが 流言 家で ある。 先づ 古道具 商人 を 凡そ 百 

人 も 村へ 入れました。 道具 を 売れ、 近い 中に 家 を 打 

壊 はされ る さう だから 早くお 売りなさい、 政府の 言 

ふこと を 聴く もの も 聴かない もの も 皆な 打 壊 はす さ 

うだから 今の 中に 早く 道具 を 売れ —— か う 言 つて 運 

動す る。 屋敷の 木 を 売れ。 鶏 も 用が 無から うから 売 

れ。 船 も 此処に 居ない となれば 不用 だら うから 売れ 

—— 種々 な 商人 を 何百 人 も 入り込ませて、 無智の 人 



宫内勇 次、 渡 辺長輔 

七月 五日に は 鉱毒 婦人 救済 会の 矢島楫 子、 島 田 信 子 

の両 夫人が 見舞に 見えた。 七日に は 兇徒 嘯 集 事件の 弁 

護 士花井 卓 蔵、 ト部喜 太郎、 石山 弥平、 今 村 力 三郎そ 

の 他 多数の 見舞 客が あった。 花 井 君 等の 一 行 を 見送つ 

て 古河 駅への 舟 中で、 誰か 手に せる 白扇 を 開いて、 翁 

の 揮毫 を 求めた。 翁 は 腰から 矢 立 を 抜いて、 筆 を 持つ 

てし ばし 文句 を 案じて 居た が、 忽ち サラ くと 書いて 

投げ出した。 見る と 墨痕 鮮やかに、 

「辛酸 入 佳境」 

翁 は 両手で 長髪の 頭 を 叩いて、 カラ/ \ と 高く 笑つ 



たが、 船中の 人、 皆な 目を伏せて、 誰れ 一 人 顔 を 上げ 

る ものが 無かった。 

翁 時に 六十 七。 

m あ ノ 一一 瞎 

明治 四十 二 年の 夏、 或 日、 翁から 一封の 郵便物が 届 

いた。 例の 書状と は 違 ふ。 開けて 見る と、 一 冊の 手帳 

に、 大きな 字で 一 杯 自在 奔放に 書き散らして ある。 一 

読 僕 は 愕然として 目 を 見張った。 これ は 「谷 中 村 破壊」 

と 云ふ大 割礼 を 受けた 翁の 自画像 だ。 僕 は 今 この 一 篇 



の大 文章 を 抄出して、 君の 熟読 を 求める。 

「独り 聖人と なる は 難から ず。 社会 を 天国へ 導く の 

教ゃ 難し。 是れ 聖人の 躓く 所に して、 つま づ かざる 

は 稀な り。 男子、 混沌の 社会に 処し、 今 を 救 ひ 未来 

を 救 ふことの 難き、 到底 一世に 成功 を 期すべからず。 

只 だ 労 は 自ら 是に 安んじ、 功 は 後世に 譲るべし。 之 

を 真の 謙遜と 言 ふ 也」 

「人と して 交 はる は 聖人に 如く は 無し。 然れ ども 神 

にあら ざれば 聖に 至らず。 聖は 神に 出づ。 故に 古来 

聖 にして、 天 を 信じ 神 を 信ぜざる は 無し。 憐む べし、 

凡庸の 徒、 神 を 知らず。 知ら ざれば Hue ずるに 由な し」 



末尾に かう 書いて ある。 

明治 四十 一 一年 七月 七日 

古河 町 停車場 田 中屋の 休息 室に て 書 正 造 

その 文章と 云 ひ 筆蹟と 云 ひ、 一気呵成、 所謂 インス 

ピレ— シ ヨンの 所作 だ。 この 当時、 翁 は 僕の 態度に 対 

して 甚だ 不満 を 抱いて 居た。 僕が 一 切 世間に 背 を 向け 

て 逃避の 生活に 落ちて 居る のに 対し、 少なからぬ 不満 

を 抱いて 居た。 されば この 文章 をヮ ザ/ \ 郵便で 送り 

越された こと、 必定 訓戒 の 深意 を 含めて ある ものと 推 

察し、 一 層 難 有く 拝読 驚歎した。 その 次ぎに お 目に 

か、 つた 時 



『あ、 云 ふ ものが、 どうして お出来に なりました か』 

と 聞いて 見た が、 翁 は、 

『何 だ か 死ぬ る やうな 気が して、 た、 V 無暗に 書 いて 見 

たのです』 

かう 云 ふ 返事であった。 

岡 田 虎一 一郎に 逢 ふ 

明治 四十 三年。 —— 八月 三日 付の 翁の 端 書が 来た。 

表面に 「不急の 土用 消息」 と 大書して ある。 

二 昨日、 埼 玉の 川辺 利 島、 茨城の 古河 町の 南新郷 



村 を 見たり。 本年、 今日まで 洪水な く、 気候 十分、 

田の 稲 は 色黒き まで 濃く 茂りた リ。 無事なら ば、 

三ケ村 四十 万円の 収入な らんと 云 ふ。 然るに 此三ケ 

年 一 粒の 得るな き は、 利根 川 流水 妨害 工事の 為め な 

リ。 本年の 気候 は 妨害 工事の 功力 もな し。 面白 

しく。 た、 V 目出度 取らせたいです。 

予正 造も大 納涼の 主義 を 取れり。 天地の 広き、 山 

川原 野 樹林の 多き、 出れば 必ず 風 あり。 就中、 田の 

草 を 取る 農民 は、 実利 的 納涼の 本旨 を 得た る ものな 

り。 何ぞ 家に 在りて 団扇 を 用 ひん や。 世の 大家 大庭 

を 作 造す る は、 其 為の 小なる を 証す るの み。 大寺大 



伽 籃 〔# 「大 伽藍」 は マ 2 また 殆ど 無用と 存候。 如何 

可 有 之 也」 

然るに その 頃から 霖 雨が 始まって、 次で 関東 河々 の 

大 洪水が 来た。 僕 は 三 河 島の 町 屋と云 ふ 小農 村に 閑居 

中で あつたが、 丁度 九日の 夜の 大風で、 翌朝 カラ リと 

一 天晴れ 渡る と、 午後 俄然と して 濁流が 押し寄せて 来 

た。 水 脚の 早い こと、 忽ちの 間に 水 は 床上へまで 上が 

つてし まった。 夜まで 水量 は 増す。 田 や 畑の 上 を 舟で 

往来す る。 —— 水 は 引いた が 未だ 畳 も 敷かぬ 二十 三日 

の 昼頃、 思 ひも かけず 田 中 翁が 見えた。 袴の 股 立 を 高 

く 取り上げ、 杖の 先へ 草簑 をく ゝ つて 肩に 担 ひ、 足袋 



はだしと 云 ふ 軽装。 水害の 視察 だ。 今朝 古河 を 立って、 

北 千 住で 汽車 を 下リ、 途中 浸水の 迹を 見ながら 来たと 

云 ふお 話、 急に 二三 枚 畳 を 半乾きの 床上に 竝べ てこの 

良 客を迎 へた。 

翁 は 早速、 懐中から 半紙 を 取り出し、 腰の 矢 立 を 抜 

いて、 慣れた 手 付で 河々 の 地図 を 画き、 近年 洪水の 説 

明 を 始めた。 東京の 洪水 をた、 V 荒 川の 氾濫との み 思 ふ 

は大 間違で、 つまり 利根 川 氾濫の 余勢 だと 云 ふ 結論で 

あった。 七十の 老翁、 何せよ、 大した 元気 だ。 

『深呼吸と 運動で、 何十 年の リウ マチ を、 到頭 退治て 

しま ひました』 



かう 言って、 翁 は 真面目な 顔して 笑った。 僕 は 覚え 

ず 噴き出して 笑った。 この 機会に 僕 は 又 勧めて 見た。 

『岡 田 氏へ 行って 御覧に なりません か』 

すると 翁の 顔 は 忽ち 曇って、 

『何分、 時が 無くて I— 』 

翁 は 岡 田と 云 ふ 人 を、 その 頃 流行の 催眠術 か 何 かの 

如く 思って 居たら しい。 僕 は 直ぐ 別な 話 をしながら、 

小川に 沿うて 曲り 曲り 歩 を 進めた。 何時の間にか、 村 

界の小 橋へ 来た。 こゝで 別れねば ならぬ。 翁 は 既に 一 

足 橋 を 越え、 向き 直って 挨拶しょう として 居る。 その 

瞬間、 僕 は 三た び 言うた。 



郷士 池 上 某の 館に 寝込んで 了った。 その 遺跡が 今の 本 

門 寺 だ。 僕 は 日蓮が 六十 一 歳、 大に大 懺悔の 時機に 到 

着して 居た と 思 ふ。 惜ぃ 哉、 彼は大 脱皮 を 果たさず し 

て 死んで 了った。 僕が 日蓮 を 思うて 居る 時、 いつの 間 

にか 田 中 翁の 顔に 変って 了 ふ。 日蓮が 最後の 疲労 を 空 

想す る 時、 直訴 当時の 田 中 翁の 姿が 自然に 浮ぶ。 —— - 

今 翁 を 見送って 家路 をた どりつつ、 僕 はまた おの づか 

ら この 二人の こと を 一 つに して 思った。 

今 翁の 日記 を 開いて、 この 前後の 記事 を 少しく 抄出 

八月 十三 日。 暴風 怒濤 起る。 前 十 時より 十一 時。 



を 見る。 人生の 事、 誠に 心底の 決定に 在り。 

十二月 十八 日。 昨日、 日 暮里金 杉 逸見 斧吉 氏へ 来 泊 _ 

今日 クリス マ ス。 

食前の 禱 

天の 父母、 我が 父母 を 生み、 我が 父母、 神の 命 

によりて 我 を 孕み 我 を 産めり。 肌と 乳と を 以て 我 

を 育せ リ。 其の 愛、 神の 如し。 また 天地の 如し。 

我 之 を 受けて 恩と せず、 其 心 また 神の 如し。 

我れ 水火 を 識別す るに 及で、 父母 我が 飲食 を斟 

酌す。 此 頃に なりて は、 父母 また 神の 如くなら ず _ 

我 亦た 食慾 を覚 ゆ。 



我ゃゝ 長ず るに 及で 我が 飲食 を 制す。 我れ 壮年 

に 及で 父母の 制裁に 安ん せず。 或は 暴飲暴食、 時 

に 病を受 く。 此 時に 当り、 身 を 破り 人道に 反き、 

多く 罪悪に 陥る。 陥りて 後ち 悔ゅ。 其 悔や 厚く 而 

も改 むる に 至らず。 後ち 大に 悔いて 大に改 むる も、 

年已に 遅し。 

晚 年に 及で、 知友の 力 ある 誡告に よりて、 終に 

全く 過を改 むる に 急な り。 而 して 後 はじめて 神に 

仕へ、 神より 食を受 くるの 道 を 知り、 食す る もの 

は 皆な 神より 賜 はる ものた る を 明かに さとりたり。 

こゝに 数年の 実行 を践ん で、 いよ/ \ 神の 為に 働 



くもの は 神より 食を受 くるな りと 信ぜり。 今日の 

働 は 今日の 食に 充っ。 —— - 

十二月 二十 八日。 日暮里 逸見 氏に て、 岡 田 霊に 逢 ふ。 

是れ予 が 三十 七 年 春 神 田 青年会 館の 演説に 於て 学 

生に 告げた る 予言に 応 ふるの 思 あり。 果して 然ら 

ん。 

夜、 古河 町に 帰着。 

二十 九日。 古河 町 及 野 渡の 白米 商に 代金 皆済。 

この 岡 田 虎二郎と 云 ふ 人に 逢った と 云 ふ 一事 は、 田 

中 翁の 生涯に 取って、 極めて 大切な 事で あつたと 僕 は 

見る。 この 人 は 僕 自身に 取ても 実に 再生の 恩師で ある 



を 見つめて 軽く 扇いで 居る。 

翁 は 端然と 大胡坐 を かいて、 頭 を 上げて、 全身の 力 

を 注いで、 強い 呼吸 を 始めた。 五 回 六 回 七 回 —— 十回 

ばかりと 思 ふ 時、 「ゥ— ン」 と 一 声 長く 響いた ま > 

瞬き もせずに 見つめて 居た 勝 子 夫人が、 

『お 仕舞に なりました』 

と、 しとやかに 告げた。 

翁が 所持 の 遺品と 言う て は、 菅の 小 笠 に 頭陀袋 の み。 

翌晩 遺骸の 前に 親戚の 人達が 円く 坐って、 頭陀袋の 紐 

を 解いた。 

小形の 新約 全書。 日記帳。 鼻紙 少々。 
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